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研究成果の概要（和文）：本研究は，「イメージマップ」の手法を通して，小学校教員が自身の

専門的力量を構成しているとして捉えるイメージを明示的・暗黙的の両側面から記述・分析す

ることを目的とした。具体的には，自身が把握する「教職の中核的要素」，また，それらの基盤

となるもの対する教員自身の認識を解明することを試みた。その結果，教員たちの力量間には

多様な意味が包含されていることや，教員の職務は多様な場面で，多様な人々とかかわること

が求められていること，また，他者と関わることが教員の職務の前提となっており，その自他

の関わりが，キャリアの差を超えて，教員に解決すべき状況を提示している，といった点など

が明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to identify the explicit and tacit images 

of the teaching profession held by elementary school teachers in Japan. The major research 

questions are as follows: 1) What are the core elements (competencies) of the teaching 

profession as perceived by elementary school teachers in Japan? 2) On what basis are some 

competencies considered more or less important than others? We identified commonalities 

in the participants’ opinions on teacher competencies. They are summarized as the 

following. The teachers listed more than two meanings for the core competencies of the 

teaching profession. The participants (teachers) perceived their role as teachers and the 

needed skills for teaching professionals in terms of their relationships with others (children, 

parents, colleagues, etc.), and considered that such relationships provided the teachers 

with the situations in which they could deal with problems irrespective of their own carrier. 
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１．研究開始当初の背景 

 

現在，「教員の力量の形成」は教育行政上

の重要課題の１つであり，教員評価システム
の導入，教員免許更新制など数々の施策が打
ち出されている。これは，教職の専門性が改
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めて問い直されている今日の動向を反映す
るものだと言える。 

しかし，こうした現行の施策は，他律的な
力量形成観に基づき，教員の自主性・自律性
を制約する機能を備えているため，自らの力
量形成に寄与している実感を教員が持ち難
いと指摘されている。 

その主要な原因として考えられるのは，教
員個々人の認識やその研究的知見が等閑視
されていることである。今日の教職は，教科
学習における授業者，生徒指導・生活指導・
部活動などの指導者や支援者，保護者や地域
等の連携・共同者，というように，非常に多
様な職務から成り，これらは相互に関連があ
るとはいえ，質的に異なるものである。その
ため，そうした多岐にわたる職務の優先度に
関する判断には，個々の教員が把握している
「教職における中核的要素」と，それを主柱
にして構成される専門職としての教員の力
量に依拠する部分があることは事実であり，
そのような個別性を彼・彼女らの力量形成の
文脈から捨象することはできない。 

一方，教員の力量に関する昨今の研究動向
にも課題が見受けられる。確かに，近年，教
員個人の成長を対象とする研究が教育実践
研究の中心的な位置を占めている。しかし，
例えば，ライフコース研究やライフヒストリ
ー研究，キャリア発達研究などのアプローチ
による研究では，個人的な経験に終始し，教
員たちの歩みにおける問題や課題・困難の指
摘に止まっていることや，力量を網羅的ない
し技術還元的なものにしてしまう点に問題
があると指摘されている。また，実践の中に
埋め込まれた流動的で複雑な状況に対処す
る力として「実践知」に着目した研究は，そ
こに埋め込まれた暗黙的側面としての「暗黙
知」に焦点を当てているが，そうした「暗黙
知」の認識の内実や共有化の過程といった肝
心の内容は明確にされていないと言われて
いる。 

すなわち，教職における中核的要素に関し
て，その明示的（意識的）・暗黙的（無意識
的）側面も含めた教員個人の認識（主観的理
解）の分析を基盤とした上で，教員に必要と
される力量の具体的実相の解明やその力量
形成のモデルを開発するという基本的かつ
重要な問題が，喫緊に対処すべき研究課題と
して今日も横たわっているのである。 

 

 

２．研究の目的 

 

以上のことを背景に，本研究は，教員が自
身の専門的力量を構成しているとして捉え
る「教職の中核的要素」を明示的・暗黙的の
両側面から記述・分析し，小学校教員として
の力量の内実と構造を解明することを目的

とした。対象を小学校教員に絞るのは，学級
担任制をとっていることから，先に述べた
「非常に多様な職務」を実際に行っている校
種であると判断したためである。 

そして，具体的な研究課題を以下の通り設
定した。 

（１） 教員の力量に関する国内外の動向と
課題を理論的に整理・明確化する（国
内及び国外（米国・英国など）で示
されている教員の力量に関するスタ
ンダードや，関連する文献や資料を
収集・分析し，その動向と課題を精
査する）。 

（２） 我が国の小学校教員にインタビュー
を中心とする質的調査を実施し，
彼・彼女らが自らの力量を構成して
いるものとして捉える複数の「教職
における中核的要素」を抽出・分類
化しそれらの特定化を図る（地域性
や教職歴といった属性を意識しなが
ら，調査対象である教員たちに対し
て，インタビューとイメージマップ
の手法とを組み合わせた質的調査に
よるアプローチで迫る（この手法を
用いる根拠については，この後の第
３節で報告する）。 

（３） 上記（1），（2）のデータや知見を基
にして，「教職における中核的要素」
の重層性・関係性・優先度などをよ
り詳細に分析した上で，主観的な認
識を反映した小学校教員の力量の内
実と構造に迫る。 

 

 

３．研究の方法 

 
本研究では，「イメージマップ」を教師の

実践的知識を視覚的に把握するための手法
として取り入れた。イメージは，「体験・経
験・感情や既に学習者が持っている知識など
を自分なりに体系づけたものであり，知識や
概念の形成つまり思考の一部をなすもので
ある」（三宅正太郎（1995）「イメージマップ・
テストの活用」水越敏行監修『授業研究の新
しい展望』明治図書，p.86）と捉えられる。
そのイメージを可視化するために，厳密な手
続きによるのではなく，教師自らの表現方法
に委ねていく。なぜなら，教師の実践的知識
は，特定の教室の，特有の文脈に極めて依存
したもの（Munby, H., Russell, T. and Martin, 
A.K.（2001） “Teachers’ Knowledge and How 
It Develops,” In V. Richardson(Ed.), 
Handbook of Research on Teaching 4th ed., 
American Educational Research Association, 
Washington, D.C.）であるがゆえに，教師固
有の表現方法があることが想定される。それ
らを厳密な手続きによって捨象することな



く，ありのまま反映させることに研究上の意
義があると言えるだろう。 

また，これまでの概念地図法に関する研究
では，概念地図そのものを分析対象としてい
たが，教師の実践的知識に焦点を当てるため
には，「voice」を中核に据えねばならない
（Elbaz, F. (1991). “Research on 
Teacher's Knowledge: The Evolution of a 
Discourse,” Journal of Curriculum 
Studies, 23, pp.1-19）。それゆえ，「イメー
ジマップ」そのものを分析対象とするのでは
なく，「教師の語り」も合わせて分析するこ
とが不可欠なのである。教師の実践的知識を
整理したり，体系づけたりするために「イメ
ージマップ」を描き，さらにそれを基に語る
ことで，ある事柄に関する全体像を自覚した
り，概念間の関係性を再認識したりすること
が可能となる。 

 
 

４．研究成果 
 
本研究の成果としては、以下の点が挙げら

れる。 
（１） イメージマップによる手法は，特定

の教室の，特有の文脈に極めて依存した
教員自身の教職観や力量観を，厳密な手
続きによって捨象することなく，その教
員固有の方法でありのまま反映させるこ
とが可能である。そして，それを活用し
てインタビュー調査を行うことによって，
「イメージマップ」そのものを分析対象
とするのではなく，「教師の語り」や
「voice」を中核に据えた分析が本研究で
は可能となった。 

（２） 教員の教職観や力量観に迫ることが
できるのかといった課題に迫るべく，実
習を終えた学生や教員志望学生を対象に
調査を行い，イメージマップとインタビ
ューの長所や短所を意識した上で，互い
の良さを活かす方策を開発そして評価と
改善を行うに至った。その結果，イメー
ジマップを描く時間や質問方法・内容，
また，それを基にインタビューする際に
留意する点やデータの分析手法等につい
て，ある程度の枠組みをグループ間で共
有することができた。 

（３） 現職教員においては，教職の中核に
は，つねに子ども（児童）の成長につい
て考えていく姿勢や行動，多様な場面に
関連性を見出す行為位置づけられている
こと，また，そうした文脈には，学級担
任制が基盤となっていた。さらに，特別
活動といった教科学習以外の学びをデザ
インしていること，生活指導を含めた学
級経営を担任が主となって進めていると
いった日本の小学校教師の職務特性も見

られた。 
（４） こうした多様な場面を紡いでいく職

務の特性としては，多様な場面で，多様
な人々とかかわることが求められている
こと，そして，教員が他者と関わること
を職務の前提としていることや，その自
他の関わりが，キャリアの差を超えて，
教師に解決すべき状況を提示していると
いった自他の関係構造が示された。 

（５） 教員は，関わりの当事者であると同
時に，関わりが生み出す状況の改善案を
考案・実践していく主体でもあった。 
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